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               三
さん

世
せい

四
よん

世
せい

の今
いま

 
 

 
今年
ことし

の３月
がつ

、テレビ
て れ び

や新 聞
しんぶん

を大
おお

いににぎわせた野
や

球
きゅう

の世
せ

界
かい

一
いち

決
けっ

定
てい

戦
せん

W
だぶりゅー

B
びー

C
しー

（World Baseball 

Classic)。普
ふ

段
だん

は野球を見
み

ない人
ひと

も、WBC 中
ちゅう

国
ごく

チ
ち

ー
ー

ム
む

には少
すこ

し関
かん

心
しん

を持たれたのではないでしょうか。ただ、中国チー

ムの真砂
まさご

選
せん

手
しゅ

が中国残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の三
さん

世
せい

だということ

は知
し

らない人が多
おお

いかもしれません。多
おお

くの新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

で「元
もと

福
ふく

岡
おか

ソフトバンクホークス
そ ふ と ば ん く ほ ー く す

の真砂
まさご

選
せん

手
しゅ

が 中
ちゅう

国
ごく

代
だい

表
ひょう

に選
えら

ばれた」と 紹
しょう

介
かい

され、「 両
りょう

親
しん

が 中 国
ちゅうごく

出
しゅっ

身
しん

」としか書
か

かれていませんでした。真砂選手が、

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

である自
じ

身
しん

の祖
そ

父
ふ

のことをどのくらい知
し

っ

ていたかは、記事からはわかりません。その他
た

の

インタビュー
い ん た び ゅ ー

記事を読
よ

んでも、自身のルーツ
る ー つ

と中国との

関 係
かんけい

について触
ふ

れたものは見
み

つけられませんでした。

今
いま

日
に

本
ほん

に暮
く

らしている三 世
さんせい

四 世
よんせい

は、どのように自身

のルーツを捉
とら

えているのでしょうか。 

昨
さく

年
ねん

（2022 年）9 月 24 日毎
まい

日
にち

新聞の 朝
ちょう

刊
かん

に、

中国残留 邦 人
ほうじん

の三世を 対
たい

象
しょう

にしたアンケート
あ ん け ー と

調
ちょう

査
さ

の 結
けっ

果
か

が 報
ほう

じられました。三世のみを対象に 100名
めい

を超
こ

すアンケート調査を実
じっ

施
し

しています。このように

残留邦人三世が大
おお

きく取
と

り上
あ

げられたのは初
はじ

めてのこ

とです。 調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は一世二世を通
つう

じて手
て

渡
わた

されたと

のことですが、元
もと

々
もと

支
し

援
えん

団
だん

体
たい

や日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

等
とう

とつ

ながっている世
せ

帯
たい

が 中
ちゅう

心
しん

であり、支援団体と関
かか

わっ

ていない世帯の三世の手には、調査票は渡っていないと

思
おも

われます。一世二世の中には、この調査に抵
てい

抗
こう

を感
かん

じて三世に手渡さなかった人もいたそうです。アンケー

トの回
かい

収
しゅう

率
りつ

は書いてありませんでしたが、その調査

結果は“たまたま回答することができた”三世 114 名

生活 
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（10～50 代
だい

）の声
こえ

だということを意
い

識
しき

する 必
ひつ

要
よう

が

あります。 

アンケートの結果をいくつか 紹
しょう

介
かい

します。まず「自

身のルーツについて話せなかったり隠
かく

したりした経
けい

験
けん

がある」人
ひと

が半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

。その理
り

由
ゆう

として「説
せつ

明
めい

が

面
めん

倒
どう

だと思った」「いじめられると思った」が挙
あ

げられ

ています。そして４割
わり

近
ちか

くの人が「 周
しゅう

囲
い

の無
む

理
り

解
かい

な

どで生
い

きづらさを感じた」と答えていて、自
じ

由
ゆう

記
き

述
じゅつ

に

は「ルーツに関
かん

係
けい

なく、自
じ

分
ぶん

という人
にん

間
げん

をフ
ふ

ラ
ら

ッ
っ

ト
と

に

理
り

解
かい

してほしい」「残留邦人の歴史を知ってほしい」と

いう声
こえ

もありました。 

ただ、「一
いっ

世
せい

に戦
せん

後
ご

から帰
き

国
こく

するまでの 話
はなし

を聞
き

い

たことはあるか」という問
と

いに、「ない」と答えた人が

４割
わり

超
ちょう

あり、一
いっ

方
ぽう

で「残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の体
たい

験
けん

を後
こう

世
せい

に

残
のこ

すべきか」という問いには、ほぼ半
はん

数
すう

が「必
ひつ

要
よう

」と

答
こた

えています。「必要ない」と答えた人は 1 割でした。

ここからは、歴史
れ き し

の継 承
けいしょう

や自身のルーツについての、

三世の複
ふく

雑
ざつ

な思
おも

いが感
かん

じ取
と

れます。 

本
ほん

誌
し

第
だい

82号
ごう

で 紹
しょう

介
かい

した「中国残留邦人等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」となった残留邦人

三世の Y
わい

さんは、先
さき

ほどの新聞記事の続
ぞく

編
へん

の中
なか

で取
しゅ

材
ざい

に応
おう

じています。Y さん自身は高 校 生
こうこうせい

になって初め

て祖母
そ ぼ

が残留婦
ふ

人
じん

であったことを知
し

ったと言
い

います。

小
ちい

さい頃
ころ

は中国や中国語について否
ひ

定
てい

的
てき

な感
かん

情
じょう

を

持
も

っていましたが、大
だい

学
がく

進
しん

学
がく

後
ご

にようやく中国への

抵
てい

抗
こう

感
かん

が薄
うす

れたそうです。そして「自
じ

分
ぶん

は何
なに

者
もの

なの

か」とルーツを知
し

りたくなって祖母に話を聞いたと言い

ます。その後は中国 留
りゅう

学
がく

も経
けい

験
けん

し、一
いっ

旦
たん

就
しゅう

職
しょく

し

たのち、残留邦人とその子
し

孫
そん

について研
けん

究
きゅう

したいと

いう思いから大
だい

学
がく

院
いん

に進
すす

みました。そして、戦後世代

の語り部事業に応
おう

募
ぼ

したことをきっかけに、祖母に何
なん

度
ど

もインタビューをして、吐
は

きそうになるほどの苦
くる

し

い気持ちを味
あじ

わいながら少しずつ話を聞き取
と

りまし

た。今は語り部として祖母の人生について語っていま
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す。 

彼のように、自身のルーツと向
む

き合
あ

い、祖母の人 生
じんせい

だけでなく、二世三世についてもこれから語っていきた

いと話す三世は 少
しょう

数
すう

派
は

です。たとえ葛
かっ

藤
とう

を抱
かか

えてい

ても、それを吐き出せる場
ば

も機
き

会
かい

もないまま、日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

に追
お

われている三世は少なくないのではないでしょ

うか。また、葛藤を意
い

識
しき

することもないまま、日本生
う

ま

れ日本育
そだ

ちとして暮らしている人もいるでしょう。た

だ、(曾
そう

)祖
そ

父
ふ

母
ぼ

や両親との意
い

思
し

疎
そ

通
つう

等に悩
なや

んだ経
けい

験
けん

は

皆
みな

持
も

っているはずで、ことばや文
ぶん

化
か

の問
もん

題
だい

とは無
む

縁
えん

ではいられないという思いはあると思います。読
どく

者
しゃ

の

皆
みな

さんのご家
か

庭
てい

ではいかがでしょうか。一世二世の皆

さんは、三世四世であるお子
こ

さん、お孫
まご

さん、曾孫
ひまご

さん

とルーツについて話す機会がありますか。 

先
さき

ほどのアンケート結果にあったように、回答した

三世の半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

が自身のルーツを隠
かく

した経
けい

験
けん

を持
も

っていました。そのような経験を強
し

いてきた日本社
しゃ

会
かい

。中国帰国者に限らず、マイノリティを受
う

け入
い

れ、

共
とも

に暮
く

らすことについて未
み

熟
じゅく

な日本社会。共に認
みと

め

合って暮らせるようになるまでの道
みち

のりはまだまだ遠
とお

いようです。 

はじめに紹介した記事を書いた記
き

者
しゃ

は、その後
ご

振
ふ

り

返
かえ

って、「ルーツと向
む

き合
あ

い続
つづ

ける苦
くる

しさについて私

は 全
まった

く想
そう

像
ぞう

力
りょく

が及
およ

ばなかった」と書いています。

すっかり日本人として苦
く

労
ろう

なく生
い

きているように見え

るお子さんやお孫さんも、心
しん

中
ちゅう

こうした迷
まよ

いや悩
なや

み

を抱
かか

えているかもしれません。それをちょっと覚
おぼ

えて

おいてほしいと思います。想像力を 働
はたら

かせるために

はまず知ることが必要です。私たち、中国帰国者の歴
れき

史
し

を知
し

る者
もの

にはそれを伝えていく責
せき

任
にん

があると 改
あらた

め

て強
つよ

く感
かん

じました。       （O） 

 


